在院日数短縮に対する一考察 by 大原 達美 et al.
一　680　一 東京医科大学雑誌 第55巻第5号
P　一　25．
NAT機能を有するファイアー
ウォールの患者情報保護への応用
（病院管理学教室）
　○渡邉　好文，　名和　肇
目的：近年整備が進み，本年本格的に始動した
学内LANはlntemetにも接続され，これによ
り学内外の研究者間の学術情報の交換と協調
作業の手段が格段に向上した．しかし，公衆的
情報経路と接続されたNetworkは，患者情報な
ど情報の保護に注意深く配慮しなければなら
ない．この目的にNetwork　Address　Transfer
（NAT）機能をもつfirewallが非常に有用である
ため，各部署・医局単位での応用を検討し，若
干の知見を得たので報告する．
方法：ハードウェアは一般的レベルのPCとし
て，Compaq　DeskPro5133㊦を，Network
Interface　Cardは10BaseT規格NE2000互換
のものを2枚使用した．ソフトウェアはOSと
してUnix互換OS　Linuxを使用した．　NAT方
式としてはIP　masquerading法を用いた．公
衆経路として学内LANの情報コンセント1箇
所と11P　addressを，保護するNetw　orkとし
てPC　10台程度のLocal　area　Networkを使用
した．
結果：Local　area　Networkの端末からは学内
LAN／Intemetのserverへのaccessはfirewall
を意識することなく行えた，逆に，学内：LAN
側からは，Localarea　Networkの存在は意識さ
れることは無かった．Local　areaに於ける
NetBios，　IPX，　EtherTalkなどの規格の異なる
情報は効率よく遮断した．また，10台分のIP
addressを1つに変換し，有限なIP　address
を有効利用することが出来た．
考察：NAT機能をもつfirewallは患者情報を
蓄えたコンピュータの保護に有用である．しか
し，公衆経路間での情報の漏洩には無効であり，
暗号化などの技術の導入が必要である．また，
患者情報を管理する職員個人単位でセキュリ
ティーの意識を持つことが最も重要である．
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【目的】平成9年4月に実施された診療報酬改
定において平均在院日数の短縮が確実に経営安
定に寄与することが一層明確となった。当院平
均在院日数は、内科系患者が約37日と外科系患
者より7日ほど長く要しているが、手術施行の
有無に分けて調査したところ手術施行患者は
352日で手術無施行患者の29．73目より延びてい
た。そこで総退院患者の半数を占める手術患者
の患者動態について検討したので報告する。
【方法】平成8年1月～11月までの外科系退院
患者の内、入退院期間中に手術施行が1回のみ
の定時手術（手術部センター施行）3，164件を対象
とした。集計は中央手術部で受付登録された手
術申込内容および中央病歴室にて登録された退
院サマリーを基に行った。
【結果】対象患者の平均在院日数は3391日、
平均術前日数13．52日、平均術後日数20．39日で
あった。入院日と手術申込み日を比較した結
果、2，524名（79．7％）は入院後に申込みを行い、
入院目から申込み日の期間は平均11．74日、平
均在院日数も39．03日を要していた。しかし、
入院日以前に手術申込みのあった702名の平均
在院日数は18．87日で、前者よりも20．16日短期
間であった。入院経路別にみると外来と他院紹
介を合わせた2，592人（819％）に経路別入院上の
差は認められなかった。
【考察】本調査から、手術申込みは外来受診中
に行い、特殊検査（特にσr／MRI等）の待ち時間を
短かくする共に、検査終了後、直ちに入院出来
るベットコントn・・一ル・システムを構築する事
で、術前日数の短縮が可能である。試算では、
定時手術を行った3，164名の術前日数を10日間
短縮することで手術施行患者の平均在院日数が
7日間短縮し、病院全体の平均在位日数は約3．5
日間短縮可能であると共に新規入院患者を1千
名以上受け入れ可能となることが判った。
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